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『請厄利亜語林大成』と『英和対訳袖珍辞書』に

見る拳明半世紀の英学の進展
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要旨

西暦1814年に作られた英和辞典『話厄利亜語林大成』と半世紀後の西暦1862年に市販された

『英和対訳袖珍辞書』の邦訳は､英語の見出し語に対応するオランダ語訳から得られたとこれま

で考えられてきた｡しかるに『諾厄利亜語林大成』の編纂責任者である本木正栄はオランダ語に

拠ったのでは疑義が生じ得ることを指摘している｡本木は具体例を示していないが､いかなる場

合に不具合が起こり如何にして乗り越えたのかを本稿で明らかにした｡

本木等が乗り越えたこの間題が『英和対訳袖珍辞書』でも解決できているが､そのほかに動詞

の扱いなどに美学の進展が見られる｡そして英語を外来語として取り込んで辞書としての利便性

が高まっている｡

1.はじめに

我が国が公式に英語に取り組むことになったきっかけは文化5年(西暦1808)に英国船フェ

ートン号が長崎港に乱入した際に､それまで学んできたオランダ語が役に立たなかったことで

あった｡幕肺ま通詞に英語を学ぶことを命じた.先生役は長崎のオランダ商館に勤務していた

オランダ人プロンホフJanCockBlomhoffであった(勝俣鎗吉郎(1936) ､古賀十二郎(1947))0

そして)814年(文化10年)に世界初の英和辞書である膳后利益語林大成』 (本木庄左衛門

(正栄)編(1814))がオランダ通詞の本木正栄が責任者となって編纂され幕府に献上されたlo

この辞書は刊行されなかったが『諾厄利亜語林大成』の草稿が長崎県立歴史博物館に現存して

いる(本木正栄(1982))｡この草稿は英語の見出し語に対応するオランダ語訳をつけて邦訳語が

書かれており､オランダ通詞がオランダ語を介して英語を学んだことを端的に示している｡

ところが､この辞書の叙(序文のこと)に本木は次のように書いている｡

語厄利亜所有の言詞悉く募集諸揮し傍ら参考するに和蘭の書を以てし猶其疑きものは悌

郎寮の語書を以て覆謬再訂し遂に翻して皇国の俗言に蹄合し(後略)

つまりオランダ語だけでは解決できないことがあり､その場合はフランス語に拠ったと言う｡

本稿はオランダ語を介したのでは英和辞典が作れないと本木が指摘した問題点を解き明かす｡

1献上された原木は現存しないが､写本が静嘉堂文庫所蔵(大槻文彦旧蔵)と鹿児島大学附属図書館蔵玉里文

庫(島津久光旧蔵書)に存在する｡
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さらに､この間題が『詰厄利亜語林大成』が編まれてから半世紀後の文久2年(西暦1862)

に出版された『英和対訳袖珍辞書』 (堀達之助編(1862))でどのように取り扱われているかを検

証する｡なお『英和対訳袖珍辞書』は最初に市販された英和辞書である｡

そして『語厄利亜語林大成』から『英和対訳袖珍辞書』までの英学翠明期半世紀間で英語の

理解が深まったことを示す諸点を例示する｡

なお『英和対訳袖珍辞書』と『諸厄利亜語林大成』は熟語(イディオム)を見出し語と同等

に取り扱っているので､本稿では見出しの英単語と熟語を併せてエントリーと呼ぶ｡

2. 『請厄利亜語林大成』と『英和対訳袖珍辞書』の品詞の扱い

『諾厄利亜語林大成』草稿の英語のエントリーの一例としてEntryを取り上げると､次のよ

うである｡
ェ/ティリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イl)キクIL-　　　　ンユクイ')ギヤウレン　　　　　イ且ヱチ

Entry. ingmg,inLreede　　入来　文　人国儀従　又　戸

英語Enb･yの発音がカタカナでヱンティリと書かれており､そのオランダ語訳が2つ(ingang,
イリキタルンユクイリギヤウレソイリクチ

in廿eede)､そして邦訳語が3つ(入来､入園儀従､戸)書かれている｡

『英和対訳袖珍辞書』ではEn廿yは次のようであるo

Entry,S.入り口､入り来ノh ､帳面二記ス｢ ､先二飾り付テアル食物

ここでS.は実名詞Substantiveの略であり2､邦訳が4つ書かれている｡

『英和対訳袖珍辞書』にはエントリーの発音が書かれておらず品詞が示されているのが『語

厄利亜語林大成』との違いである｡ただし『諸厄利亜語林大成』では動詞は原則として原形にTo

が付けられていて(柴田篤志(2011))それと分かる3､なおその語順は原形の綴りによっている｡

『英和対訳袖珍辞書』の底本(三好彰(2012b))であるPicard (1857)は動詞を除いて品詞の

区別をしている｡動詞のエントリーは次のように活用形を示しているので動詞だと識別できる､

しかし自動詞と他動詞の区別をしていない｡

規則動詞の1例　　　　　Enter, -ed, -ing

不規則動詞の1例　　　　Go, went, gone, golng

なお『語厄利亜語林大成』では動詞の活用系は別のエントリーになっていて原型との関係が記

されていないので分かりにくい｡たとえばGoの過去分詞goneは次のように書かれているだ

けである｡
･1  .

gone gegaml　己牲ユケリ

2　『英和対訳袖珍辞書』は｢客語ノ解｣として次のように見出し語の品詞を略号で示している｡

略号 ��F｢��adv. ��'B��conj. 末蹤W&｢��FWeP, ��&���∫. 秒����V.n. 

品詞名 佝�vX��副辞 亂X��接績辞 亊I8ｨ��前置辞 ��9kﾈ��賓名辞 ��ﾉ:韭ｲ�自動辞 

本稿で略号はこれに準ずるが品詞の名称は原則 劔�,h+X,Hｧxﾕｩ[id�,仍(.芥+ﾘ,h*h,霹�vX�,ﾘﾆ�vX霾,h+x.��ｲ�
3 『語厄利亜語林大成』にはToが付されていないが動詞と認識されているのが管見で38エントリーあるoそ

の1例であるdiscoverを以下に示す｡

昌;slcもvv7e'こ　　0,ddekken　　　　観発ミアラワス
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『英和対訳袖珍辞書』では次のようであり､自動詞と他動詞を区別している｡

Enter-ed-ing,V.a.　　　　　　　入り来ル､進ム､書記ス､渡ス､渡ル

Go, went, gone, golng, in･. V. n.　　行ク

このように『英和対訳袖珍辞書』は『語厄利亜語林大成』と違って品詞の重要性を認識してお

り､特にPicard(1857)と違えて自動詞と他動詞の区別をしている｡さらにPicard(1857)に見

られない不規則動詞を示す略号in･.も入れており､ここにも英学の進展が見られる｡

『諾厄利亜語林大成』は叙で英文法を説いており自動詞と他動詞の区別を含めて品詞を理解

していたが､各エントリーに品詞の表示をしていなかった｡これは利用できた英蘭辞書に準じ

たためかもしれない｡ちなみに英蘭辞書であるSewel(1766)は『話厄利亜語林大成』と同じよ

うにエントリーに品詞が示されておらず､動詞は原形にToが付けられているが自動詞と他動

詞の区別は無く､これらの特徴は『詰厄利亜語林大成』と同じである｡そしてSewel(1766)と

ともに幕末に将来していたHo】trop (1801), Bomi10f(1851)の英蘭辞書ではエントリーに品詞を

示しており､自動詞と他動詞を区別しているのは『英和対訳袖珍辞書』と同じである｡ Picard

(1857)はポケット型の辞書なので簡便化を図ったと考えられる｡

『諾厄利亜語林大成』がェントリーに品詞の区別を示していないために同じ綴りで複数の品

詞になるエントリーの邦訳に『英和対訳袖珍辞書』と差が出る｡その1例だが､英語のエント

リーredは両辞書で次のようである｡
レット

『諸厄利亜語林大成』　　red　　　　　　赤色ナル

『英和対訳袖珍辞書』　　Red, Ldj. ets.　赤キ､赤色

なおRedのオランダ語訳は『語厄利亜語林大成』と『英和対訳袖珍辞書』の底本である

picard(1857)でともにroodである｡ 『諸厄利亜語林大成』は名詞のRedを邦訳できていないo

『英和対訳袖珍辞書』が品詞の区別をしているのは底本Picard (1857)に拠ったわけだが､

picard (1857)が自動詞と他動詞の区別をしていない点を見直しているのは特筆に値する｡英語

の動詞で同じ綴りで自動詞と他動詞になるものがあり､オランダ語訳も自動詞と他動詞で綴り

が変わらないが､日本語では自動詞と他動詞で表現が異なることを『英和対訳袖珍辞書』の編

纂者が承知していたわけである｡ここに英学の進展が見て取れる｡

3.エントリーとオランダ語訳

筆者は『英和対訳袖珍辞書』とオランダ語との関係を先の報告(三好彰(2012b))で明らか

にしたので､同様の手法で『語厄利亜語林大成』について考察する｡

3.1 『請厄利亜語林大成』のエントリーとオランダ語訳の訳数

E叶yの場合2つのオランダ語訳が与えられているが､ 『諾厄利亜語林大成』のすべてのエ

ントリーについてオランダ語訳の個数がどのように分布しているか調べたところ表3.1のよう

であった｡
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表3.1 『話厄利亜語林大成』のエントリーに

対するオランダ語訳数の分布

オランダ語訳の数 佇��B�比率 

0 釘�0% 

I 釘ﾃSS��77% 

2 �.ゴ"�19% 

3 ��c��3% 

4以上 �3��1% 

表3.1でオランダ語訳の数が0､つまりェントリーにオランダ語訳が与えられていないのが4

件あるが次のようにいずれも邦訳語が与えられている｡
ヲー/トヲ7デハーードルス/ストル

aunt of the father's sister　　　　　叔伯母　チチカタヲバ

ヲー/トヲ7デモードルスソストル

aunt of the mother■s sister　　　　　従母　ハハカタヲバ

To be　　　　　　　　　　　　　　　余皆倣之

-ホルディ/

beholding　　　　　　　　　　　　委ユタヌル

トビヱプルトビウヱイス
"Tb be abk''から"To be wise"までの17のエントリーが"To be"の用例として書かれてい

て､その他の"Tobe''の用例もこれに倣うことを漢語表現で｢Tobe余皆倣之｣と書いている｡

なお､このTobeに発音は書かれていない｡

beholdingにオランダ語訳が書かれていないのは単純な書き落しと考えられる.

比較のために『譜厄利亜語林大成』のエントリーに対応する『英和対訳袖珍辞書』のエント

リー4を取り出して､底本であるPicard (1857)が与えているオランダ語訳の語数の分布を調べ

た結果を表3.2に掲げる｡

表3.2　『請厄利亜語林大成』対応する『英和対訳袖珍辞書』

におけるエントリーのオランダ語訳数の分布

オランダ語訳の数 佇��B�比率 

0 鼎2�1% 

1 ��ﾃ����39% 

2 ��ﾃ#Cr�26% 

3 都3��15% 

4 �3ビ�19% 

5 ��モ�4% 

6以上 �#ビ�7% 

4 『譜厄利亜語林大成』のエントリーに対応する『英和対訳袖珍辞書』のエントリーとは､たとえば『語厄利

亜語林大成』の動詞Toabandonを『英和対訳袖珍辞書』のAbandon-ed-i鳩V.aに対応させたことを指す｡そ

れぞれのオランダ語訳は次の通りであり､その語数が異なっている｡

To abandon vcr/aaten

Abandon-ed-ing, V･ a vergeven･ over/a/en･ ter prool geVen, Vcr/aten, VerZaken, oFgeVen, Idem varen
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なお『語厄利亜語林大成』では動詞の原形と過去および過去分詞がそれぞれ別のエントリーと

なっているが『英和対訳袖珍辞書』では1つのエントリー5なので､これらに対応する『英和対

訳袖珍辞書』のエントリーは重複勘定(ダブルカウント)しないようにした｡

表3･2でオランダ語訳の語数が0なのは､たとえば''Bolsprit, see BowspritMのように異形表

現の同義語が別にあることを示してオランダ語訳を与えていない場合である｡

3. 2 『話厄利亜語林大成』の複数のエントリーが同一のオランダ語訳に対応するケース

表3.1で分かるように英語のエントリーとそのオランダ語訳とがl :1の関係にあるのが77%

にもなるが､その中に複数の英語のエントリーが共通の1つのオランダ語訳になっているのが

ある｡たとえば2つのエントリーSideとSilkのオランダ語訳はともにzljdeであり､ Sideと

SilkはそれぞれzLjdeと1:1になっているoつまり　Sideと　silkという2つの英語のエント

リーが1つのオランダ語訳zLj-deを共通に持っているo

このように英語のエントリーに対して与えられているオランダ語訳が1つだけのケースにお

いて､同一のオランダ語訳を持つ英語のエントリーの件数の組の数は管見では次の通りである｡

(a) 2つのエントリーが共通のオランダ語訳を持っケース: 335組(670エントリー)

(b) 3つのエントリーが共通のオランダ語訳を持つケース: 42組(】26エントリー)

(C) 4つのエントリーが共通のオランダ語訳を持つケース: 6組(24エントリー)

(d) 5つのエントリーが共通のオランダ語訳を持つケース: 1組(5エントリー)

組の数を総計すると384組となる｡これらの組はオランダ語訳が同じで邦訳の意味が同じもの

と､邦訳の意味が相異なるものに二分される｡

3. 2. 1 『請厄利亜語林大成』でオランダ語訳が同じで邦訳の意味が同じである組

オランダ語訳が同じで邦訳の意味が同じである組のlつの例として､ (d)の5つものエント

リーがlつのオランダ語訳を持っている組を取り上げる｡そのエントリーとオランダ語訳､そ

して邦訳は下記のようである｡

bllaヱ　　　　　　slag　打撲　ウツ

芸iay6　　　　　slag　撲クツ

1;sAh Slag　打榔ウチタタク

;歳昌　　　　　slag　叩打　ウチ

蒜ai之又SXt,>.Dk;　　S/ag　打撲

オランダ語slagから邦訳を得て､日本語の表現がこのように異なっているものの意味は｢打

つ｣で同じである｡ 3糾組の内の333組はこのケースのようにオランダ語訳が同じで邦訳の意

5 1例として動詞doの過去did又dit､過去分詞doneおよび進行形doingは『諸厄利亜語林大成』では

それぞれ別のエントリーである､なおditはdidの古い時代の綴りであり『英和対訳袖珍辞書』には採録され

ていない｡

『英和対訳袖珍辞書』では､これらは次のように1つのエントリーである｡

Do, did, done, doing, )'H: I( a.
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味が同じものである｡

3. 2. 2 『請厄利亜語林大成』でオランダ語訳が同じだが邦訳の意味が相異なる組

3.2.1とは違ってオランダ語訳は同じだが邦訳の意味が相異なる組がある｡そのような組の数

は同一のオランダ語訳を持つ英語のエントリーの組の総数384組から､上述したオランダ語訳

が同じで邦訳の意味が同じである333組を除いた51組である｡

オランダ語には同じ綴りで複数の品詞になることが少なからずあるのだがオランダ語訳が同

じである2つのエントリーの品詞が異なるために邦訳が異なる10のケースと､品詞が同じであ

って邦訳の意味が異なる41のケース(その内のlケースは誤訳)があるので､それぞれのケー

スについて例示する｡

( i )オランダ語訳が同じである2つのエントリーで品詞が異なり邦訳の意味が異なるケース

『諸厄利亜語林大成』でオランダ語訳が同じである2つのエントリーで､その品詞が異なっ

ており､そのために邦訳の意味が異なっているケースが10件ある｡その1例を下記に示す｡
7~･-ル

poor Lmn　貧窮ナル
ェルム　　　　　　　　　　　　　　ヒヂ

am　　の7〝　　肘　撃

オランダ語訳のm7nには名詞と形容詞の2語がある｡ 『詰厄利亜語林大成』ではエントリーに

品詞が示されていないのだが､英語p00rを形容詞､英語amを名詞と正しく識別した邦訳に

なっているので､このケースもフランス語を利用して訳し分けたと考えられる｡

(並)オランダ語訳が同じの2つのエントリーで品詞も同じで異義だが正しく訳しているケース

『語厄利亜語林大成』でオランダ語訳が同じである2つのエントリーで､その品詞が同じで

あって邦訳の意味が異なっているが正しく訳し分けられているケースが40件あるo　上述した

Side　と　Silkがその例であるが､邦訳とともに記すと次のようである｡

昌ldTJe I,jde　　窟又蒜l'又窟

昌iLI之　　zlj'de　　絹

ワキソパ

このようにSideとSilkのオランダ語訳はどちらもzLjdeで同じだが､邦訳が｢脇　又　側　又
ホドリ

追｣と｢絹｣と意味が異なっている｡ちなみに現代の『オランダ語辞典』 (日蘭学会(1994))

は蘭英辞典を基にしているのだが､それによってもオランダ語zljdeが英語のSideとSilkの

両方の意味を持っていることが分かるoそれゆえオランダ語zlj'deをひねくり回しただけでは
ワキソ′くホドリワキソパホドリ

sideが｢絹｣でなくて｢脇　又　側　又　追｣であり､ Silkが｢脇　又　側　又　追｣でな

くて｢絹｣であると訳し分けることはできない｡

つまり､このケースではオランダ語zljdeが英語から見ても日本語から見ても多義であるため

に､このオランダ語zlj'deから英語の意味に合った日本語を対応させることができないoそこ

で本木等は叙に書いているようにフランス語を利用したと考えられる｡本木がフランス語のど

の典拠に拠ったのを明記していないので不明だが参考のために現在の簡便な英仏辞典によると､
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side　と　SilkはそれぞれC6ti　と　soieという別のフランス語に該当しているo本木等は英語に
ワキ

先立ってフランス語を学んでいた(杉本つとむ(1978))ので､ soieは｢絹｣であって｢脇　又
ソバホドリワキソパホドリ

側　又　追｣ではなく､ C6tiは｢脇　又　側　又　連｣であって｢絹｣でないというように

英語の意味に合う日本語を選び出すことができたと考えられる｡

さて『英和対訳袖珍辞書』でSideとSilkは下記のようであり､こちらも問題無く訳し分け

ている｡

side,∫.　側面､味方

Silk, ∫.　絹

(in)オランダ語が多義であることに気付かないで誤訳になったケース

『諸厄利亜語林大成』で2つのエントリーでオランダ語訳が同じであって､そのオランダ語

が多義であることに気付かないで誤訳になっているのが1組だけあるo　その2つのエントリー

を次に示す｡
'saPbll';　sabel　片双鉄

sAciふif&　sabel　片匁創カタハノケン

オランダ語sabelは男性名詞でサーベル(軍刀)と中性名詞でクロテンの皮の両義があるo英語

のsableにはタロテンとクロテンの毛皮の意味であり軍刀の意味は無い｡そして英語scimitar

はシミタール刀というアラビア･ベルシア起源の湾曲した新月形の片刃刀のことであってクロ

テンの毛皮の意味は無い｡それゆえscimitarを｢片匁創カタハノケン｣としたのはよいが､ sableを

｢片匁創｣としたのは間違いであるoフランス語ではsableをzibeline､ scimitarをcimeterreと

言うのでフランス語なら両者を区別できる｡本木等はこのケースではフランス語を利用しなか

ったので誤訳になったわけである｡

ちなみに『英和対訳袖珍辞書』では次のように正しく訳し分けている｡

Sable,S.　　　獣名又其獣ノ皮

Scimitar, S.　脇差､刀

3.2.3多義であるオランダ語訳を持つ単発の『話厄利亜語林大成』のエントリー

或るオランダ語訳が『語厄利亜語林大成』の複数のエントリーに出てくる場合はそのオラン

ダ語の多義性に思いが及びやすいが､ lつだけのエントリーにしか出てこないオランダ語訳に

も多義なのがあることにも留意すべきである｡管見では400以上ものオランダ語訳がそれに該

当する｡そのl例に下記のroseがある｡
C.-sXe　,oos　　畠姦茨イバラ

オランダ語のroosにはバラと丹毒の両義があるが､英語のroseに丹毒の意味は無い｡つまり

多義であるオランダ語に惑わされなく英語のエントリーに合った邦語を充てている｡

さて『語厄利亜語林大成』は400以上もの多義のオランダ語を有する類例のケースでrose

のように英語エントリーに合った邦訳を得ているので､この場合も本木等はフランス語から邦

訳を得たわけである｡ただし下記の3つのエントリー(a∝1e,aw一,shovel)はオランダ語訳の多
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義性に紛らわされた誤訳になっている｡
エ/ケル

●　エントリーancle

エントリーancleはankleの古語であるが､オランダ語訳はenkelであり､邦訳は｢畢　ヒ

トェナル｣である｡オランダ語enkeLには名詞で｢足首､くるぶし｣の意味と､形容詞で｢単

一の､少数の｣の意味とがある｡英語ancleの意味は｢足首､くるぶし｣であるから｢畢　ヒ

トエナル｣は誤訳である
アウル

●　エントリーawl

エントリーawlのオランダ語訳はelsであり､邦訳を｢樹名｣としている.オランダ語els

に｢ハンノキ｣と｢錐｣の意味があるので｢樹名｣は｢ハンノキ｣を想定したようだが､英語awl

は｢(靴屋などが用いる)突きぎり｣のことなので誤訳である｡
ソフル

●　エントリーshovel

エントリーshovelのオランダ語訳はschopであり､邦訳を｢賜ケリ｣としている｡オラン

ダ語schopには｢シャベル､スコップ｣の意味と｢蹴る､キック｣の意味があるが､英語shovel

は｢シャベル､スコップ｣のことであるから｢錫ケリ｣は誤訳である｡ちなみに｢スコップ｣

はオランダ語schopのことであり外来語として定着している｡

なお､これらの3つのエントリーを『英和対訳袖珍辞書』は次のように正しく邦訳している｡

Ankle,∫.　　蝶

Awl,∫.　　履作リノ用ユル大針

Shovel,∫.　大杓子ノ類

3. 2. 4多義であるオランダ語訳への『請厄利亜語林大成』の対応の総括

英語のエントリーに対応するオランダ語訳には英語と日本語から見て多義なものがあり､上

述したように『語厄利亜語林大成』では多義に紛れて4つのエントリー(sable, ancle, awl, shovel )

を誤訳している｡

ところで『語厄利亜語林大成』に出ている多義なオランダ語訳を持っ51組のエントリーのす

べてを『英和対訳袖珍辞書』で検証したところ誤訳は1つも見当たらなかった｡しかし先の報

普(三好彰(2011b))で明らかにしたように､ 『英和対訳袖珍辞書』の草稿(名雲純一編(2007))

にはオランダ語訳に拠ったために誤訳になっているのがあり校正の段階で英語の意味に合うよ

うに改訂している6ことから､ 『語厄利亜語林大成』の知見が継承されていたのではなく辞書編

纂の途上で独自に得た知見､つまり再発見だと考えられる｡編纂の最初から分かっていたわけ

でないためだろうが『英和対訳袖珍辞書』にもオランダ語の多義性に気が付かないで誤訳にな

っているのがある｡現在なら｢ヨット｣と訳すYachtを｢狩｣とし､ ｢海軍少将｣の意味の

6 1例として英語Dangleを取り上げる｡ 『英和対訳袖珍辞書』の手稿(名雲純一編(2007))はその邦訳の1つを｢｢ス

リンゲル｣ニテ石ヲ投ル｣としている. PicaTd(1857)がDangleのオランダ語訳をslingerenとしており､これに

『和蘭字嚢』は｢｢スリンゲル｣ニテ石ヲ投ル｣と｢ユサブル｣の両義を与えている｡このうちの前者を取った

わけだが英語Dangleに｢石を投げる｣という意味はないo手稿に朱で訂正が入っており英語Dangleの意味に合

う｢動揺スル｣に訳し直している｡オランダ語だけではこの校正の妥当性は評価できない､英語の意味に拠っ
た校正であることを示めしている(三好彰(2011b))｡
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Rear-admiralを｢産婆｣としているのがその例である(三好彰(2012b)i

3. 3オランダ語訳から分かる英語の古語

『諾厄利亜語林大成』の英語のエントリーと邦訳の関係で不可思議なのが2つあるが､オラ

ンダ語訳からその原因が分かる｡それはエントリーdesertとwasteである｡

ェントリー　言ets品の邦訳が｢竺篇　饗宴第三番ノ食薦又餅異同称｣となっている｡その

オランダ語訳は1aatstegezlegt,bat7ketであり､これを直訳すると｢最後の食事､ケーキ｣と

なるのでエントリーdesertに疑問が湧くのだがOED (2009)によると　desertはdessert

古い時代の綴りだと分かる｡つまり現在のデザートのことである｡
ウヱスト

エントリーwasteの邦訳が｢中健｣となっているo　そのオランダ語訳は肋であり､

これは｢胴｣のことなのでエントリーwasteに疑問が出る｡しかしOED (2009)によると､

wasteはwaistの古い時代の綴りだと分かる｡つまり現在のウェストのことである｡

この両エントリーの場合､オランダ語訳が無ければ邦訳は誤訳と片付けられかねない｡とこ

ろで『英和対訳袖珍辞書』にはdessertの意味のdesertとwaistの意味のwasteは採録さ

れていないので､底本であるPicard(1857)が編纂された19世紀半ばにはdessertの意味の

desertとwaistの意味のwasteは使われなくなっていたと考えられる｡

このほかにも『譜厄利亜語林大成』には『英和対訳袖珍辞書』に採録されていない古い時代
ソンソン

の英語が多数出ており管見で360語に及ぶoたとえば『諾厄利亜語林大成』に"sonn又SOn''と

いうェントリーがあり　sonnをsonの同義語としている. OED(2009)でsonnがsonの

古い時代の綴りだと分かるのだがsonnは『英和対訳袖珍辞書』に採録されていない｡

『英和対訳袖珍辞書』の手稿が発見されて底本が編纂作業の途上でPicard (1843)から

Picard (1857)に切り替えられたのが分かった(三好彰(2007))が､これは最新の英蘭辞書を

底本にしたいという関係者の意味込みを示すものである｡その背景に英語力の高まりがある｡

4,邦訳中の外来語

最初に『語厄利亜語林大成』の邦訳に出ている外来語を取り上げ､次いで『語厄利亜語林大

成』のエントリーに対応している『英和対訳袖珍辞書』に出てくる外来語を論ずる｡なおここ

で取り上げる外来語は普通名詞である｡

4, 1 『話厄利亜語林大成』の邦訳に見る外来語

『語厄利亜語林大成』に28個の外来語が出てくる｡それを語源の言語で分けると英語は無く､

ポルトガル語が14､オランダ語が10､ラテン語が2､フランス語と焚語がそれぞれ1である｡

一例としてポルトガルからの外来語であるパンを以下に示す｡

プレット

Bread brood　麺麹ハン

パンのほかのポルトガル語はビイドロ､ビドロ､タバコ､ラシャ､カルタ､ジョウロ､メリ
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ヤス､キセル､サボン､カナリヤ､ギヤマン､ビロウド､ポルトガルであり合計で14語である｡

なおサボンはシャボンであり､最後のポルトガルとはオリーブのことである｡現在でも使って

いるパンやメリヤスなどが200年前に定着していたのが分かる｡

オランダ語はパン子7クーク､エル､カラクン､コップ､サフラン､タルタ､ハチボーズ､ビ

ール､ビスコイト､ -ンルウダの10語である｡このなかでコップ､サフランとビールは現在で

も使われている｡現代ではパン子クークはパンケーキ､ビスコイトはビスケットと英語で言い､

タルタはタルトとポルトガル語で言う､そしてカラクンは七面鳥と漢語で言う｡なお-チボー

ズはカルメン会修道士であり､ -ンルウダはミカン科の常緑小低木のことであるが､ともに日

本語として定着しなかった｡

ラテン語は一角獣unicomのウニカールと､現在でも解毒の膏薬として使われているテリア

カである｡フランス語はアマンドウであるが現在ではアーモンドと英語で言うo焚語のトロメ

ンは綿糸にウサギの毛を混ぜて織った布であり現在でも使っている｡

4. 2 『請厄利亜語林大成』対応の『英和対訳袖珍辞書』のエントリーの邦訳に見る外来語

『諾厄利亜語林大成』のエントリーに対応する『英和対訳袖珍辞書』のエントリーの邦訳に

60の外来語が出ている｡それを語源の言語で分けると英語が24､ポルトガル語が20､オラン

ダ語が13､ラテン語が1､フランス語が1､カンボジア語がlである｡ 『諾厄利亜語林大成』に

無かった英語が一番多いのはこの辞書の利用者に英語が理解されるようになっていたことを如

実に示している｡

●　英語からの外来語

英語からの外来語は24語であるoその一例としてプリンスを『語厄利亜語林大成』と対比し

て以下に示す｡
フレイ/セス

『諸厄利亜語林大成』　　pnncess　　　　諸婦人

『英和対訳袖珍辞書』　　princess,S.　　女ノ侯､女王､ ｢プリンス｣ノ妃

この24語の中で､現在でも同じ表現で使われているのは次の6種である｡

トン､ノーブル､プリンス､ホップ､ポンド､レジメント

現在では表現を変えて使っているのが次の15語である､なお()内は現在の表記である｡

ウオーク(オーク)､ヲ-ク(オーク)､カルロン(ガロン)､ゲレイン(グレイン)､ステルリ

ング(スターリング)､ゼウ(ユダヤ)､ダェモント(ダイアモンド)､ジューク(ヂュ-ク)､チ

ュ-ク(デューク)､パルバリヤ(バーバリアン)､パルム(パーム)､ピント(パイント)､ボ

ールト(ボルト)､マルブル(マーブル)､ヤールド(ヤード)

現在では使われていない表現は次の3語である､ 0内は英語とその現在の表記である｡

フレキ(flax麻)､ピール(peer華族)､セスト(zestミカン類の皮)

●　英語以外の外来語

7 『諾厄利亜語林生体』と『英和対訳袖珍辞書』はカタカナのネを子で書いている｡
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英語の次に多いのはポルトガル語からの外来語の20語である｡なお『語厄利亜語林大成』で

｢漏斗ジヤウゴ｣のように漢語とカナで表現されていたのを｢漏斗｣と漢字だけの表現になった

のが多数ある8､これらは漢語読みでなくポルトガル語読みしていたと考えられる｡

次に多いのはオランダ語からの外来語の13であるが､その内の4つ(カラクン､サフラン､

硝子､麦酒)は『語厄利亜語林大成』に出ており新たに加わったのは9語である｡この9語の

中で現在でも同じ表記で使われているものはゴムだけである｡現在のブリキをブリッキ､オル

ゴールをヲルコル､コロネルをコロ子ル､そしてリュ-テナントをリウテナントと書いている

のは意味が取れる｡しかしインチの意味のトイム､銃の意味のカノン､カタルの意味のシキン

グ9､臼砲の意味のモルチ-ルは現在ではほとんど使われない｡

ラテン語からの外来語であるテリアカとフランス語からの外来語である巴旦杏は『語厄利亜

語林大成』にも出ている｡このほかにカンボジア語からの外来語であるカボチャがある｡

4. 3邦訳中の外来語の総括

英語からの外来語が『語厄利亜語林大成』の邦訳に見られないが､ 『英和対訳袖珍辞書』では

一番多い｡これは『英和対訳袖珍辞書』の利用者に英語からの外来語が理解できるようになっ

ていた､つまり英語が普及し始めていたことを示している｡その背景に英学の発展がある｡

なお､言うまでもないがこれらの英語からの外来語はオランダ語訳からは得られない｡

5.むすび

幕末に作られた英和辞書についての従来の研究は､英語の見出し語に対するオランダ語訳を

英蘭辞書から得て､それを基にして蘭和辞典から邦訳を得れば事足れりとする論が繰り替えさ

れてきた(森岡健二編著(1960) ; Nagashima,Daisuke(1993) ;樫井豪人(2011))o　しかしオラン

ダ語訳が多義である場合にはオランダ語を介しただけでは英語に対応する邦語を得ることがで

きないことが本稿で明らかにできた.このことを文化10年(西暦1814)に編纂された『諸厄利亜

語林大成』の編纂責任者だった本木正栄が200年も前に見抜いていたことは特筆に値する｡

さらに半世紀後の文久2年(西暦1862)に市販された『英和対訳袖珍辞書』もこの間題が認識

できていた(三好彰(2012b))｡しかしこの間題を見逃した箇所が若干数あることから､本木の知

見を継承していたのではなく再発見だったと考えられる｡

さらに『英和対訳袖珍辞書』では底本であるPicard(1857)に見られない自動詞と他動詞の

区別がなされている｡そして邦訳の中に英語の発音に拠ったカタカナ英語が多数みられて英語

が生活の中に入り込んでいたのが読み取れる｡考えてみると『英和対訳袖珍辞書』が発刊され

るに先立つ文久元年(西暦1861)に欧米でもてはやされたLindley Mtmy著の上級者向けの

8　漢字だけの表現になっている外来語を書き上げると､煙管､石鹸､莫大小､煙草､金剛石､骨牌､牌子､胆

八樹､羅紗､硝子､麦酒である｡これらの漢字表現の多くは現在でも使っているがパンの｢蒸餅｣とオリーブ

を指す｢胆八樹｣は今では通常使わない
9ヵタル(Catarrh)に対応するオランダ語はziJdL'ngであるが､これをシキングと訳しているのはシンキングを

誤記したものであろう｡ともかくオランダ語に拠っている｡

-307-



三好　彰

英文法書が英文のまま『英吉利文範』 (宮崎元立(1861))として民間の書韓から翻刻刊行(三好

彰(2012a))されており､その編纂者の宮崎元立が『英和対訳袖珍辞書』の校正に参加していた(三

好彰(2011a))｡そして『英吉利文範』と『英和対訳袖珍辞書』はほぼ同数が現存しているので

同程度に利用されたとみなせる｡ (三好彰(2013))0

『語厄利亜語林大成』から『英和対訳袖珍辞書』 -の幕末の半世紀の間に美学は着実に力を

付けていた｡
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Abstract

Dutch was the only western language otrICially aHowed to be studied in Japan丘om the early

seventeenth century until 1808, when English was a)So approved･Asa result, it has been hitherto

considered that in the first prototypeEng)ish-Japanese dictionary (1 814) and in the first commercialized

dictionary (1862) that all Japanese words in those dictionaries were obtained by translating througha

corresponding word in Dutch･

However, Shoei Motoki, chief compiler of the Grst prototype of the EnglishJapanese dictionary,

indicated that there are some instances where it is not possible to get the proper Japanese word by

translating丘om Eng)Ssh to Dutch, and then into Japanese･ Yet, Motoki did not specify for which words

this translation path was not possible･ This paper makes clear the method for obtaining the correct

Japanese word in such cases･

The problem has also been successfully solved in the first commercialized English-Japanese

dictionary. lllanks to intense study of the English )anguage in the earliest 6秒years, skills such as a

profound understanding of English words and their parts of speech have been accumulated to make the

dictionary more praCtical･

(みよし･あきら)
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